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The 24-hour rhythms in plasma growth hormone,
prolactin and thyroid stimulating hormone :
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血を行いpeak to peak analysisと自己相関、相互相関の両方を用いて検討し、採血間隔がせばま
ることは単に小さい分泌元進を同定するにすぎないことを確認した。PRLの分泌とレム睡眠との
関連についてはレム睡眠前、中、後に採血することができた被験者が少なかったためくわしい検討
はできなかった。自己相関あるいは相互相関で6時間のタイムラグを検出したことは、強い睡眠依
存性の存在を示唆するものと考えられ、スペクトル分析の結果で約1時間のperiodicityがEl内リ
ズムを形成するものと考えられた。
TSHについては、睡眠が強い抑制効果をもち、明らかな日内リズムは存在しないと思われる。
GH，PRL，TSHすべて下垂体性ホルモンであるが、相互には関連性がないことを確認した。
【結　論】
健常成人男子について、夜間睡眠をとる通常睡眠夜と6時間の断眠を行った睡眠遅延夜で24時間
連続採血を行い血中成長ホルモン、プロラクチン、甲状腺刺激ホルモンの日内リズムと睡眠との関
連性について再検討した。成長ホルモン、プロラクチンについては従来言われてきた睡眠依存性の
成分だけではなく、おのおの2時間、1時間の短いサイクルの分泌リズムが存在することが明らか
になった。
論文審査の結果の要旨
ヒト下垂体から分泌される成長ホルモン（GH），プロラクチン（PRL）、甲状腺刺激ホルモン（TSH）
はこれまで睡眠との強い関連性が報告されてきており、特にGHについては睡眠依存性のリズムの
みが確認され、明らかな日内リズムをもたないとされてきた。これはこれまでのGHの測定系では
日中の正確な血中濃度の測定が困難であったことによる。本研究は健常男子成人で24時間の連続採
血を行い、最近開発された高感度酵素免疫測定法（EIA）を用いてGHの正確な日内変動をとらえ、
時系列分析を用いてGHのリズムについて再検討を加えたものである。同時に、PRL、TSHについ
ても同様の時系列分析を行い、TSHについては新たに開発された時間分析蛍光免疫測定法（TR一
一16－
FIA）を用いた。また、睡眠との関連性をより明らかにするために睡眠中は睡眠ポリグラフを同時
に測定し、各被験者に通常の夜間睡眠と6時間の断眠の2回について実験を行い、比較検討した。
結果、GHのEIAは従来のRIAに比較しより低濃度の範囲で正確な測定が可能であることが確認さ
れた。GHの血中濃度では従来報告されてきた入眠後最初の徐波睡眠にともなった最大ピークのは
かに、日中にもピークが認められ、内因性のリズムの存在が確認された。通常夜間睡眠時と6時間
断眠時の24時間の値を相互相関、スペクトラル分析を用いた時系列分析に供した結果、約2時間の
短いサイクルをもっウルトラディアンリズムが検出された。PRLについては強い睡眠依存性と時
系列分析による約1．5時間のウルトラディアンリズムが確認された。TSHについては、新たに開発
されたTSHのTR－FIAは、すべての検体が測定範囲内であった。断眠による夜間の血中TSHの著明
な増加が認められ、従来より報告されている睡眠のTSH分泌に対する抑制効果が確認された。時
系列分析では明らかな内因性リズムの存在は検出されなかった。GH．PRL，TSHの3つのホルモ
ンの分泌の問には明らかな相関は認められなかった。
以上のことより、正常男子成人でGH分泌には約2時間、PRL分泌には約1．5時間のウルトラディ
アンリズムが存在し、TSHについては睡眠が強い分泌抑制効果をもっこと、リズムの算出法とし
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て博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。
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